


◯表題「紫友」の説明

表題の「紫友」は、会報第82号で紹介したとおり近代書道家の中国水墨画家　王

石明氏（京都市立芸術大学卒）の揮毫によるものである。

紫は昔から高貴、優雅な色とされ、深く、浅く、粋を伝え、高位の公家や僧侶の

着衣に用いられていた。

また、動物を象徴しているとも言われている。

旧陸軍獣医部制服の襟章は紫色を用いていた。

京都府の府章やプロサッカーのパープルサンガのユニフォームの色にも用いら

れ、京都を表現している。

パープル調であれば、京都府の獣医師として心が通じあえて、心がひとつになれ

る仲間でありたい。

◯表紙「写真」の説明

丑年に因み、京都の牛のメッカ「海の見える牧場－京都府畜産技術センター碇高

原牧場（旧名称：京都府碇高原総合牧場）」を採用しました。昭和54年に丹後地域

の過疎化防止と肉用牛振興の目的をもって建設され、30周年を迎えました。現在も、

優良肉用雌牛を飼育して高育種価牛の受精卵供給や乳用牛の放牧育成などに活躍し

ています。

風光明媚な景観とのどかな放牧風景、自由に出入りできる「ふれあい牧場」を楽

しみに京阪神方面からも多くの来客があります。
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平成20年度
日本獣医師会　学会年次大会（岩手）開催

日　　時　　平成21年１月22日（木）～24日（土）　　

会　　場　　岩手県盛岡市　アイーナ／マリオス

主　催　：　社団法人日本獣医師会・日本産業動物獣医学会・

　　　　　　日本小動物獣医学会・日本公衆衛生獣医学会

共　催　：　社団法人岩手県獣医師会

協　力　：　東北獣医師会連合会

後　援　：　農林水産省・厚生労働省・環境省・岩手県・盛岡市
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〇日本獣医師会三学会
京都府獣医師会

３学会は、講演及び特別企画として３学会合同シ
ンポジウムが行われました。
本会からは、清水弘司副会長及び松原利行理事が

出席され、小動物部会の林屋牧男先生が日本小動物
学会のシンポジウム「二次診療体制の現状と今後」
において「京都府獣医師会がおこなった二次診療の
取り組み」と題して講演されました。また、日本産
業動物獣医学会の一般口演において京都微研から２
課題の発表がありました。
各学会において、開催されたシンポジウム等は次

のとおりでした。
Ⅰ　平成20年度日本産業動物獣医学会年次学会
１　 合同シンポジウム「牛海綿状脳症（ＢＳＥ）
のこれまで」：プリオンの謎はどこまで解明
されたか？」

２　 合同イブニングシンポジウム「野生動物保全
における獣医師の社会的貢献」

３　 合同シンポジウム「肉用牛の生産現場と牛肉
の流通過程における衛生管理を考える」

４　 イブニングシンポジウム「産業動物獣医師若
手大集合！ 私たちの職場・・・家畜衛生、
臨床そして生産管理」

５　 特別シンポジウム「乳牛の繁殖性向上対策の
理論と実際」

６　 シンポジウム「食料危機と貿易自由化の中で
の日本酪農の展望」

７　シンポジウム「牛、豚の呼吸器病」
８　 合同シンポジウム「食品の家畜伝染病起因菌
等汚染と検査法の問題」

９　 合同市民公開講座「高病原性鳥インフルエン
ザー野鳥から家禽へー」

10　 合同市民公開シンポジウム「動物と仲良く暮
らすには」

11　地区学会長賞受賞講演
12　獣医学術奨励賞「学術賞」受賞者記念講演
13　一般口演
　　〇 「豚呼吸器病症候群（ＰＲＤＣ）発生農場

において豚インフルエンザワクチン接種が
農場事故率を改善した事例」について発表

　　　京都微研
　　　久保田修一、高橋直之、小田健司、大石英司

　　〇 「育成子牛の体型がワクチネーションによ
る細胞性免疫応答に及ぼす影響」

　　　北里大１　酪農大２　京都微研３　　
　　　多田英行１）大塚浩通１）安藤貴朗２）

　　　岡田伸隆３）福山新一３）及川正明１）

14　研究報告
Ⅱ　日本小動物獣医学会年次学会
１　 合同シンポジウム「牛海綿状脳症（ＢＳＥ）
のこれまで」：プリオンの謎はどこまで解明
されたか？」

２　 シンポジウム「我が国における獣医専門医制
度について」

３　 合同イブニングシンポジウム「野生動物保全
における獣医師の社会的貢献」

４　教育講演「胆道疾患の診断と治療法」
５　 シンポジウム「短頭腫において問題となる疾
患」

６　 教育講演「細胞診の効用と限界―たかが細胞
診、されど細胞診―」

７　 シンポジウム「我輩は猫であるーその特性と
疾病の特徴について」

８　 教育講演「抗がん剤の使い方をアップデート
する」

９　 教育講演「コンパニオナアニマルの減量プロ
グラムの挑戦」

10　 合同市民公開シンポジウム「動物と仲良く暮
らすには」

11　 シンポジウム「椎間板ヘルニアの診断法と治
療法」

12　教育講演「狂犬病と取り組む」
14　 シンポジウム「夜間診療体制の現状と今後（地
域ネットワークづくり）」

15　シンポジウム「二次診療体制の現状と今後」
　　京都動物医療センター　　林屋牧男　　　
　　 「京都府獣医師会がおこなった二次診療への
取り組み」を講演

16　基調講演「周術管理と重篤動物の看護学」
17　 シンポジウム「動物看護職の国家認定に向け
て」

18　 シンポジウム「動物にやさしい検査法と治療
法」

19　地区学会長賞受賞講演
20　獣医学術奨励賞「学術賞」受賞者記念講演
21　一般口演
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22　研究報告
Ⅲ　日本公衆衛生学会年次学会
１　 合同シンポジウム「牛海綿状脳症（ＢＳＥ）
のこれまで」：プリオンの謎はどこまで解明
されたか？」

２　 合同イブニングシンポジウム「野生動物保全
における獣医師の社会的貢献」

３　 合同シンポジウム「肉用牛の生産現場と牛肉
の流通過程における衛生管理を考える」

４　特別講演「三陸海岸の海洋環境と貝毒」
５　 合同シンポジウム「食品の家畜伝染病起因菌

等汚染と検査法の問題」
６　 合同市民公開講座「高病原性鳥インフルエン
ザー野鳥から家禽へー」

７　 合同市民公開シンポジウム「動物と仲良く暮
らすには」

８　 シンポジウム「腸管出血性大腸菌による感染
症の実態と対策」

９　地区学会長賞受賞講演
10　獣医学術奨励賞「学術賞」受賞者記念講演
11　一般口演
12　研究報告

【はじめに】
小動物臨床において、近年、従前からの開業診療

施設では対応できないような高額医療用機器及び先
端的専門知識を必要とする診断治療を求められる傾
向が強くみられる。一般開業施設においての高額医
療用機器の導入については、費用対効果を考えると、
その資金、操作の人員確保、診断のための専門的知
識習得等の面から、難しいと言える。
そこで一つの方法として、開業者協同での事業が

考えられる。平成16年７月に、ＭＲＩ導入の目的で
京都動物医療センターを京都府獣医師会会員８名の
出資を礎として設立、京都府獣医師会はこれにＭＲ
Ｉのリース料の補助を行い、検査を開始した。この
経緯及び現状、今後の見通しについて報告する。
【ＭＲＩの必要性及び導入の経緯】
ヒトに対する医療と小動物に対する医療の水準を

近づけたいという飼い主及び獣医師の思いには、医
学的、倫理的、あるいは擬人化を一つのキーワード
とする社会的な多くの問題を内包しており、それに
ついては簡単に述べられるものではない。しかし、
脳神経系の診断を行うにあたって、ＭＲＩが必須の
ものとなっていることは言うまでもない。
平成15年頃、京都府獣医師会会員の一部から、Ｍ

ＲＩを導入したい、ついては京都府獣医師会（以下
府獣とする）からの援助を受けたいとの希望が伝え

られていた。同時期頃に府獣は、狂犬病予防注射が
個人注射へのシフトが進んだことによる集合注射頭
数の減少により、抜本的に会計上の問題点を解決す
る必要性があった。この状況下で府獣本会と府獣小
動物部会との協議の末、狂犬病予防注射益の還元方
法を、会員個人に還元する方向から小動物部会の事
業に還元することに重きをおくこととした。そして
この事業の一つに高度獣医療問題を取り上げ、対策
委員会を設置、この委員に京都動物医療センターの
役員を併任させることにした。それを受けて府獣は、
動物と飼い主の福祉、獣医師の技術向上を目的とし、
京都動物医療センターに対し、ＭＲＩのリース料５
年分のその大部分を補助することとした。
【京都動物医療センターの紹介】
平成６年、京都府の南部久世郡久御山町に設立し

た南京都夜間動物診療所と同じビルの同フロアにテ
ナントとして入居している。約20坪の室内にＭＲＩ
装置と操作室があり、南京都夜間動物診療所と共用
できる手術室を設置している。 ＭＲＩは日立メディ
コ社製、永久磁石型0.3T「AIRIS-２　comfort」を
使用、操作は診療放射線技師と地元の獣医師で行っ
ている。診断については診断部を設置し、獣医科大
学教員とヒトの脳神経科の医師からの指導を受け、
診断書を発行している。

京都府獣医師会の会員が行った講演並びに研究発表

京都府獣医師会がおこなった二次診療への取り組み
 林屋　牧男（京都動物医療センター）
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【実　績】
平成16年９月にＭＲＩ操作ならびに診断の習熟の

ため、出資者を中心とした近隣獣医師の紹介動物を
対象に、二次診療施設として仮オープンした。平成
17年４月からは開業獣医師からの紹介を受け、近隣
獣医師会会員にも通知し、対象動物はイヌとネコの
脳・脊椎系疾患が疑われる症例のみとし、正式に稼
動した。受診動物は富山から岡山にまでおよび、そ
のうちイヌが95％を占める。検査を行った数は次の
表のとおりである。

京都動物医療センターにおける検査実績数
イヌ ネコ その他 計

平成16年度* 140 8 0 148
平成17年度 337 24 0 361
平成18年度 464 34 0 498
平成19年度 442 36 0 478
平成20年度** 232 20 0 252

*平成16年度については、16年９月～17年３月の実績、
**平成20年度については20年４月～９月時点での実績、
  その他については４月～翌年３月までの実績となっ
ている。

【評価と今後の見通し】
今まで脳・脊椎系の疾患についてＭＲＩでの診断

を望む場合、山口、三重、東京等遠方までの移動が
必要だったものが、京都府下で検査ができるように
なった。近県の動物と飼い主にとっては、ＭＲＩで
の受診の機会が増えたものと考える。 また、増加
しているミニチュアダックスの椎間板ヘルニア、老
齢犬の脳障害、ミニチュア・トイ種の先天性中枢神
経疾患の診断精度が上がったこと、椎間板ヘルニア

の外科手術を行う獣医師が増加したことも、評価に
値すると言える。また出資者に対する全額返還の目
途も立った。
しかし、今後の二次診療施設としての方向性につ

いては、検査中の安全性、診断の妥当性、治療時の
主治医、二次診療施設の担当獣医師と飼い主の三者
間でのコミュニケーションの取り方等諸問題を抱え
ている。また、ヒトのＭＲＩの画像とイヌ、ネコの
ＭＲＩの画像の類似性と病理、病態、病名が一致す
るのかどうか等の問題についても、今後獣医神経学
の発展に対し、その変化に対応しなければならない。
今後は症例数を積み上げながら、研究者、臨床家等
専門知識の深い先生方の指導を受け、症例の追跡、
剖検等、わずかながらでも学術的な寄与を行いたい
と考えている。

京都動物医療センター平面図
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【はじめに】
豚インフルエンザウイルス（ＳＩＶ）はマイコプ

ラズマ・ハイオニューモニエ、豚繁殖・呼吸器症候
群ウイルス（ＰＲＲＳＶ）とならび、豚呼吸器症候
群（ＰＲＳＤ）に関与する重要な病原因子の１つ
である。日本国内の感染率は高く、平成15年から
平成19年にかけて行った我々の調査では、Ｈ１型
が44.3％、Ｈ３型が23.9％、いずれかまたは両方の
抗体保有率（ＳＩＶ抗体保有率）は52.1％であった
（調査頭数11,187頭）。また、近年、諸外国の養豚現
場では豚インフルエンザに対する関心が高まってい
る。しかし、我が国での関心は低く、農場の汚染状
況、ウイルス株の性状及び病気のコントロール方法
に関する情報は少ない。
【背　景】
養豚密集地域に位置し、母豚数270頭、スリーサ

イトシステムで運営されるコンベンショナル農場
（ＰＲＲＳ及びＰＣＶ２陽性）において平成19年６
月から９月にかけ子豚舎から肥育舎に異動後呼吸器
症状が多発し、死亡豚が続発した事により農場事故
率６％から36.5％にまで増加した。原因究明のため
日齢別の抗体検査を行ったところ、平成19年４月の
検査で陰性であったＳＩＶ（Ｈ１型）の抗体価の上

昇が80日から100日齢豚で確認された。改善策とし
て肥育豚へのＳＩＶワクチン「京都微研：豚インフ
ルエンザワクチン」接種を選択した。
【経　過】
供試豚をワクチン接種時期が異なる３群に分け、

ＳＩＶワクチンを筋肉内２回接種し、（Ａ群：９週
齢および12週齢、Ｂ群：７週齢および10週齢、Ｃ群：
４週齢及び７週齢、各群筋肉内２回接種）、経過観
察を行った。なお、全群10週齢時に離乳舎から肥育
舎へ移動した。結果、対策前の事故率が36.5％であっ
たのに対し、Ａ群では17.9％、Ｂ群では8.3％、そし
てＣ群では5.4％にまで改善した。抗体検査の結果、
Ｃ群においてＰＲＤＣが蔓延する肥育舎移動前（９
週齢）にＳＩＶのワクチン抗体の上昇が確認できた。
【考　察】
今回の事例は、肥育舎への新たなＳＩＶの侵入が、

異動直後のストレスと重なり、肥育豚の呼吸器に障
害を与える原因となり、その結果、他の病原体の灰
での増殖を促し、ＰＲＤＣの発症とそれに伴う事故
率を著しく増加させたと推測される。本事例では、
複数の病原体の動きが確認されたにもかかわらず、
ＳＩＶワクチンの使用が事態の終息に極めて有効で
あった。

豚呼吸器病症候群（ＰＲＤＣ）発生農場において
 豚インフルエンザワクチン接種が農場事故率を改善した事例
 久保田修一　高橋直之、小田健司、大石英司（京都微研）

育成子牛の体型がワクチネーションによる細胞性免疫応答に及ぼす影響
 多田英行１）　大塚浩通１）　安藤貴朗２）岡田伸隆３）　福山新一３）　及川正明１）

 （１北里大　２酪農大　３京都微研）
【はじめに】
育成牛の肺炎は下痢症の既往症があったり、十分

に発育していない個体に発生しやすい。一般に、肺
炎の予防を目的にワクチネーションプログラムが常
用されている。従来のワクチン効果は抗体価の上昇
を中心に判定されているが、抗体の産生は液性免疫
の応答の結果であり、免疫応答の実態を正確に観察
しているわけではない。これまでに我々は成長不良
の育成牛では末梢血Ｔ細胞が低値であることを観察
しており、発育不良のある個体では免疫機能の低下

が起きている可能性がある。しかし、育成牛の発育
状態とワクチンによる免疫応答の関係に関してはほ
とんど明らかにされていない。そこで、本研究では
育成牛の体型とワクチン接種による細胞性免疫応答
の関係について調査した。
【方　法】
供試牛には同一農場内の約２ヶ月齢の交雑種仔牛

を用い、実験開始時の体重を基に低体重群（平均値
57.1±2.7㎏）と対照群（平均値71.5±6.9㎏）の各群
10頭を対象とした。対象牛に対してＩＢＲ生ワクチ
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ンを接種し、１回目のワクチン接種による免疫性を
評価するために１ヵ月後に同種ワクチンを再接種し
た。採血は２回のワクチン接種の４日前と３日後の
計４回であり、末梢血白血球ポピュレーションの解
析とＩＢＲ抗体価の測定を行った。
【結　果】
低体重群のＣＤ３+Ｔ細胞群は観察期間中、対照

群に比べ低値で推移した。両群とも末梢白血球数の
変化は１回目接種前後よりも２回目接種前後で明瞭
に見られ、ＣＤ３+Ｔ細胞群は両群とも２回目摂取
後に接種前に比べ有意な増加が認められた。また、

２回目接種後における低体重群のＣＤ８+Ｔ細胞数
の増加は対照群に比べ緩慢であり、対照群では接種
前後において有意差を認めたものの、低体重群では
認められなかった。一方、両群のＣＤ14+単球数は
１回目接種後には増加が認められたが、２回目接種
後には接種前に比べ有意な低下が認められた。
【考　察】
今回の結果から、発育不良にある育成仔牛では正

常な育成にある個体に比べて末梢血リンパ数が低値
で推移しており、ワクチン接種による細胞性免疫応
答が劣っている可能性がある。

この度、標記学会に小動物部会の林屋牧男先生が
講演のため出席されたほか、副会長の清水弘司氏と
理事の松原利行の２名が参加聴講の機会を得たの
で、概要を報告します。

平成20年度日本獣医師会学会年次大会（岩手）は、
平成21年１月22日（木）～24日（土）の３日間、日
本獣医師会と岩手県獣医師会の共催、東北獣医師会
連合会の協力により、盛岡市のアイーナ（いわて県
民情報交流センター）及びマリオス（盛岡市民文化
ホール）において開催され、全国から獣医師や獣医
学系学生をはじめ動物看護士（師）など関係者約
2,000名が参加し、一般市民公開シンポジゥムには
盛岡市民を中心に約1,000名が参加していました。
初日午後からは、日本獣医学会と日本小動物獣医

学会の合同シンポジュームで、「我が国における獣
医専門医制度について」と題して、６題の講演があ
りました。
獣医専門医制度は、アメリカ、ヨーロッパ、オー

ストラリアで既に運用しており、最近、日本でも高
度医療の進歩に伴って医療訴訟も増加傾向にあり、
オーナーからも専門医の紹介要請が増加していま
す。既に日本では、病理学、実験動物医学が体制を
整え立ち上げています。しかし、臨床系ではいまだ
小動物外科学、獣医皮膚科学、獣医内科学で専門医
制度を立ち上げる前段階の研修医制度が設立され、
研修を開始するという段階にあります。
例えば、小動物外科専門医になるためには、次の

研修プログラムに従い、３年間で13要件を満たす必
要があります。大学付属病院等認定施設において設
立専門医の監督下で手術400件（整形外科・軟部外
科、脳神経外科等バランスの取れたもの）、麻酔40例、
画像診断80時間、病理80時間、内科80時間、救急医
療（緊急手術）10件以上を経験する必要があり、そ
の他にも、プレジェンテーション及び投稿、症例検
討などの卒後教育への参加、１年ごとに報告書を提
出し、研修を終了して初めて専門医の受験資格が生
じ、その後審査試験（筆記・口頭試問等）に合格し
て漸く専門医として認定されます。
また、最近では若い先生方はアメリカ等海外で認

定医の資格を取得してこられ、日本で活躍されてい
るケースも散見されます。
17時45分から20時15分まで、イブニングシンポジ

ウム「野生動物保全における獣医師の社会貢献」と
題して、３題の講演がありました。
京都府獣医師会小動物部会においても、数年前か

ら京都府の要請により野生動物救護活動を行ってい
ます。
京都では、府内の開業獣医師全員が一次診療（応

急手当）を受け入れることから始め、最終的には全
員が最後まで治療に責任をもって行えるように、救
護に関する知識や技術を集積して、万全の診療体制
の構築を目途に研修に励んでいます。
今回、講演を聴いて大変勉強になったことは、野

生動物に対して保護・保存・保全・回復・復元を行
うのが適切かどうか、獣医師として整理して対応し

平成20年度日本獣医師会学会年次大会聴講
 山城支部　松原　利行
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なければいけないのだと痛感したことです。
２日目は、「ＰＲＲＳ（豚繁殖呼吸障害症候群）

から学ぶ養豚疾病対策の将来」と「基礎疾患として
の豚サーコウイルス２型」についての講演２題を聴
講しました。
いずれも養豚農家にとってはリスクの高い疾病

で、ＰＲＲＳは陰性農場は勿論、陽性農場であって
も異なる野生株の外部侵入を防ぐために徹底した農
場防疫（バイオセキュリティー）を徹底できるかど
うかに懸かっています。一方豚サーコスウルスは昨
年３月から輸入ワクチンが発売されています。その
効果は非常に高く、事故率の低減だけでなく、増体
重の改善にも効果が現れています。しかし、これら
の疾患はパルボウイルス・マイコプラズマ・Ａｐｐ
等の複合感染が多く見られるので、計画的なワクチ
ネーションプログラムが必要であります。
夜には、会場を盛岡グランドホテル（鳳凰の間）

に移して、歓迎懇親パーテイーが盛大に開催されま
した。盛岡グランドホテルは市内から10Ｋｍほど離
れた小高い山の上にあり、盛岡では一番由緒あるホ
テルで、大型バス13台による大移動でした。
まず、日本獣医師会山根義久会長の力強い挨拶に

続き、岩手県知事、盛岡市長も来賓として熱烈歓迎
のご挨拶がありました。また、宴半ばには「わんこ
そばの早食い競争」もあり、会場も一段と盛り上がっ
ていました。
３日目、午前中は「夜間診療体制の現状と今後（地

域ネットワークづくり）」の４題と、「二次診療体制
の現状と今後」の４題の講演があり、後者の中で京
都動物医療センター長の林屋牧男先生が、「京都府
獣医師会がおこなった二次診療への取り組み」と題
して講演されました。また、午後からは「狂犬病と
取り組む」と題して、「狂犬病の予防：発生を想定
した取り組み」（井上　智　感染研）、「臨床獣医師
としての取り組み」（山岸浩之　はっさく動物病院）
の講演がありました。
いずれも京都府獣医師会小動物部会で取り組んで

いる事業でもあり、今後も講演内容を参考にして事
業を進めていきたいと思いました。
平成21年度の学会年次大会は、平成22年１月29日

（金）～31日（日）の日程で、宮崎市「ワールドコ
ンベンションセンターサミツト」において開催され
る予定です。

１年生、心音に驚き　久御山・東角小

ウサギに聴診器「ドク ドク ドク」　ふれあい教室　命の大切さ学ぶ
子どもたちが動物に親しむ「動物ふれあい教室」が10日、久御山町佐古の東角小で開かれた。１年生75

人が小型犬やウサギを抱きかかえたり、心音を聴診器で聞くなどして命の大切さを学んだ。
幼いころから動物を愛する気持ちを持ってもらおうと、府生活衛生

課などが府内の小学校で開催している。
校庭に小さな柵で囲んだスペースを２つ設け、それぞれにウサギ10

匹、ミニチュアダックスフントなど小型犬７匹を放し、児童たちは頭
をなでたり抱きかかえて触れ合った。
ウサギの心音を聞くコーナーでは、聴診器を耳に当てた児童たちが

「ドクドクドクって太鼓みたいな音がする」と驚いていた。望愛ちゃ
ん（７）は「犬が手をなめてきたりしてくれて、すごくかわいかったと
話していた。（菅野誠二） （京都新聞　Ｈ21.2.11）

聴診器でウサギの心音を聞く児童たち
（久御山町・東角小）

最近の話題
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野生動物保全医学への獣医師の貢献

合同イブニングシンポジウム「野生動物保全における獣医師の社会的貢献
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野生動物救護における獣医師の役割
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イヌワシの保全と獣医師への期待
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岩手県観光協会WEBより
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日本における獣医専門医制度と専門医機構の構築

シンポジウム「我が国における獣医専門医制度について」
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日本獣医病理学専門家協会JCVPの現状と課題
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我が国及び諸外国の実験動物医学専門医制度の現状について
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育て親に猫恩返し
和歌山　子犬の育児お手伝い

拾われた雑種猫のマリモ（８ヶ月、メス）は、和歌山県白浜
町の会社員林宣

よし

伸
のぶ

さん（44）宅でマルチーズ犬のベンジー（４歳、
メス）に育てられた。最近、ベンジーが赤ちゃんを出産したと
ころ、今度はマリモがせっせと育児のお手伝い。育ての親に恩
返しをしている。
昨年春、近所の人が生まれたばかりの子猫を拾った。人間に

捨てられたのか、親とはぐれた野良なのかはわからないが、林
さんが引き取ってマリモと名づけた。先住のベンジーも元捨て
犬で、林さんに拾われた。ベンジーは母親代わりにマリモを育
て、おっぱいに吸い付かれると妊娠していないのに母乳が出て
きた。
その後、ベンジーは交配で妊娠し、クリスマスの夜に２匹の

子犬が生まれた。マリモはトカゲや小鳥を捕まえてくるおてん
ば盛り。林さんと妻の広美さん（48）は子犬が危ないと思い、ベ
ンジーと一緒に囲いに入れてマリモから隔離した。ところが２
日後、囲いに飛び込んだらしいマリモが仲良く犬たちと寝てい
た。
そのうち、マリモは子犬のお尻をなめて排便を促したり、毛づくろいをしたりと熱心に世話を始めた。

そんな姿をベンジーは優しく見守る。
とはいえ、甘えん坊のマリモ。子犬と一緒にまだベンジーのおっぱいを吸っている。（杉山敏夫）
 （朝日新聞　夕刊　Ｈ21.1.24）

㊤２匹の子犬の毛づくろいをする猫のマリモ
㊦ベンジー（左）に寄り添う子犬２匹をあやす
＝いずれも林さん宅、杉山写す

最近の話題
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我が国における獣医専門医制度について
―日本小動物外科専門医制度の現状と将来構想―
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獣医皮膚科学領域における専門医制度の展望

－22－

「美犬」より健康犬　純血種の審査基準英団体が変更
人好みに交配代々 障害増

しわくちゃ顔でほおが垂れ、鼻ぺちゃ。こんなブルドッグの姿が変わってしまうかもしれない。人の好
みの純血犬をつくろうと交配を繰り返した結果、犬の健康に問題が出始めたため、英国の愛犬家団体が犬
の審査基準を健康重視に変えた。人が、数百年にわたってつくってきた純血犬の美の基準が変わりそうだ。
この団体は世界最古の愛犬家団体、英ケネルクラブ（ＫＣ＝1873

年設立）。英国ゆかりのブルドッグやラブラドールレトリバーなど
76犬種の基準のうち209項目の変更を決めた。３月に英国で主催す
る世界最大級のドッグショー「クラフツ」で新基準を適用する。
日本をはじめ、84の国・地域が加盟する国際畜犬連盟（ＦＣＩ）

には約340種の純血犬が登録されている。ＦＣは未加盟だが、
ＦＣＩは犬の原産国の基準を重視するため、ＫＣの基準変更の影響
は大きい。
各国のブリーダーや愛犬家はそれぞれの国のケネルクラブが催

すドッグショーで優勝できる犬づくりをめざして交配を計画する
ため、審査基準が変わると犬のスタイルは徐々に変わることにな
る。
犬は、近親間や弱齢間での交配を繰り返すと、身体の末端の萎

い

縮
しゅく

が起こる。人の好みで、鼻がぺちゃんこになったブルドッグやパグ
はその代償として呼吸困難気味で体温調節が苦手だ。それでも、し
わやほおのたるみなどの特徴を誇張する交配が続き、重い障害が問
題になってきた。
このため、ＫＣは５年前から基準変更の検討をしていた。新基準

では、ブルドッグはほおの垂れ下がりを減らし、少し眺めの脚、や
や細めの体を求めた。厚い毛に覆われているチャウチャウは「毛が
多すぎることで活動が妨げられず、いつでも自由に動け、暑さで苦
しまないように」の記述を追加。ダックスフントは目などの障害が
遺伝的に出やすい白斑の入ったダブルダップルという毛色の犬は
認めないとの規定を盛り込んだ。
日本のジャパンケネルクラブ（ＪＫＣ）での犬の基準を検討する

福山英也・ヤマザキ動物看護短大元教授は「人は犬に芸術性も求め
ており、健康とのかねあいは難しい。しかし、ＦＣＩが基準変更に
動けばＪＫＣも検討せざるをえない」と話している。（本多昭彦） （朝日新聞　Ｈ21.2.12）

最近の話題
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獣医内科学領域における専門医制度の展望
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「動物の看護師さん」集まれ　国家資格へ 全国組織　５月
動物病院で獣医師の仕事をサポートする「動物の看護師さん」の全国組織が今春、発足する。犬や猫と

ふれあう楽しい仕事というイメージが強いが、実際は病気の大型犬を抱きかかえたり、ふんを処理したり
と生やさしい仕事ではなく、長続きしないケースも多い。関係者は、ペット医療のレベルアップには動物
看護職の地位向上が欠かせないと、国家資格化に向けて動き始めた。（新井正之）

「仕事を始めた20年前から、統一した資格が夢でした」。
１月24日、盛岡市で開かれた日本動物看護職協会の発起
人総会で、看護職の女性が全国組織発足に向けての希望
を訴えた。
医師や看護士、歯科医師、薬剤師など約20の国家資格

があるヒトの医療に対し、国が認めている動物医療の資
格は獣医師だけ。獣医師は広い範囲の病気を一手に引き
受け、動物病院では医療の高度化への対応に加え、飼い
主への心のケアなども求められるようになっている。こ
うしたなかで、看護職の役割は重視されてきている。
日本獣医師会によると、全国には現在、約２万人の看

護職がいる。受け付け業務やカルテの管理、入院した犬
や猫たちの世話と忙しい。近年のペットブームで若い女

性を中心に希望者が多くなったが、月給は十数万円ほどで、数年で辞める例も多い。「３Ｋ」職種という
認識が広がり、最近は動物専門学校への入学者も減り始めているという。
こうした状況に危機感を抱いた日本獣医師会は06年に検討委員会を設置。認定資格を出している主要な

５団体や教育機関などに、全国組織づくりを呼びかけた。動物看護士、動物看護師、動物衛生看護士など
と団体ごとに異なっていた呼称を「動物看護職」に統一。昨年11月に立ち上げた日本動物看護職協会の発
起人会には約380人が集まり、協会は今年５月に正式に発足する見通しだ。
発足後は、看護学に関する調査研究や教育、業務の明確化、雇用環境の改善などを進める方針。また、

協会と獣医師会などが協力して、民間団体が出している認定資格の統一化を検討し、将来の国家資格に結
びつけたい考えだ。
発起人の代表を務める森裕司・東大大学院教授（獣医動物行動学）は「欧米では、動物看護職は動物医

療に携わるプロフェッショナルとして、厳格な育成プログラムと資格認定制度が整備されている。良質な
動物医療を提供するためにも、動物看護職をめぐる環境の整備は重要かつ喫緊の課題だ」と話している。
 （朝日新聞　Ｈ21.2.8）

手術後のビーグル犬の検診をする動物看護士＝大阪
市東成区中道のネオベッツＶＲセンター、新井写す

最近の話題

なお、本大会の講演要旨集は本会に保管していますので、内容をご覧になりたい方はお申し出ください。
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平成21年３月１日、京都駅前の京都市アバンティ
ホールにおいて、社団法人京都府獣医師会と社団
法人京都市獣医師会の共催により第２回府民公開
フォーラムを開催しました。

○　開催日時　　平成21年３月１日（日）　
　　　　　　　　午後１時～４時30分
○　開催場所　　京都市アバンティホール
　　　　　　　（京都市南区）
○　後　　援　　農林水産省、厚生労動省、
　　　　　　　　環境省近畿地方環境事務所、
　　　　　　　　京都府、京都市、
　　　　　　　（社）日本獣医師会、京都新聞社、

　　　　　　　　　KBS京都、エフエム京都　　
○　協　　力　　狂犬病臨床研究会
○　協賛企業　　17企業（企業名省略）

当日は、３月初めにしては比較的暖かく、天候に
も恵まれて12時ごろから府民の来場があり、12時30
分の開場を待っていました。
１時に開幕、まず、本会の原 哲男会長が開会の

挨拶をした後、株式会社動物エムイーリサーチセン
ターの内野 富弥先生（東京都）が「人の認知症と
動物の痴呆とは何が違うのか」と題して、　次に、
狂犬病臨床研究会理事の兼島 孝先生（埼玉県）か
ら「狂犬病をはじめとする人と動物の共通感染症」
について、約300人の府民を前にご講演があり、丁
寧な解説がされました。
また、京都府生活衛生課の森田 憲行参事から京

都府の共通感染症についての行政対応、京都市生活
衛生課の辻 尚信係長から京都市の狂犬病予防の現
状などについて話がありました。
引き続き、当日の司会者をお願いしたテレビ、ラ

ジオで巧妙なおしゃべりで人気のタレントの谷口キ
ヨコさんをコーディネータに兼島先生、森田参事、
辻係長、京都市獣医師会森 尚志副会長をパネリス
トとするパネルディスカッションに移り、多くの府
民からの質問を交え、終了予定の４時30分まで熱心
にディスカッションが続き、有意義な第２回目の府
民公開フォーラムが終了しました。

なお、講演要旨は別紙のとおりです。

第２回府民公開フォーラムの開催
人と動物が共生できる街「京都」をめざして

京都府獣医師会　
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第 一 部
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第 二 部
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平成21年３月18日（水）京都府中丹西保健所にお
いて、食鳥検査運営委員会（11名出席）並びに食鳥
検査研修会（19名出席）を開催しました。
運営委員会では、平成20年度検査成績を報告し、

平成21年度事業計画および検査体制について協議し
ました。
続いて開催された研修会の概要は下記のとおりで

した。

⑴　全国食鳥検査指定機関情報連絡会議の伝達研修
平成20年11月11日～12日に大阪市において開催さ

れた上記会議に出席された塩見昇氏（中丹）と八木
充氏（丹後）から各府県の発表概要を報告され、今
後の京都の食鳥検査を進める上で大変参考になりま
した。
伝達報告の概要
①　青森県　 食鳥処理場における鳥インフルエン

ザ机上演習
②　岩手県　 食鳥検査指針の改訂に対応した食鳥

処理場における取り組み
③　岡山県　 食鳥検査処理場における微酸性次亜

塩素酸水の活用
④　大阪府　 鶏の胆汁中におけるカンピロバク

ター汚染状況
最も関心の高かった問題は、「鳥インフルエンザ

対応マニュアル」であり、京都でも今後検討してい
くこととしました。

⑵　食鳥肉衛生技術研修会及び衛生発表会の伝達
平成21年１月26日～27日に東京都千代田区におい

て開催された研修会の概要について、土家敏嗣氏（中
丹）、安村修氏（丹後）から特別講演の概要が伝達
されました。
①　「食鳥の生産・流通の実態について」
 株式会社イシイ　竹内正博氏　
特に、開発と途上国と鳥インフルエンザ、農

場検査制度に関心。
②　「鳥インフルエンザ防疫対策について」
　　農林水産省消費・安全局動物衛生課　
 山野淳一氏　
野鳥における高病原性鳥インフルエンザの確

認等を踏まえた今後の防疫対応に関心、サーベ
ランスの重要性について確認。

③　鶏肉のカンピロバクターとリスク評価について
 国立医薬品食品衛　　生研究所　春日文子氏　
食中毒原因菌としてのカンピロバクターのリ

スク評価と想定される対策について紹介。

⑶　食鳥処理場の汚染状況調査結果について
中丹西保健所食肉検査担当の安藤明典副室長と中

西翼技師から中丹及び丹後の食鳥処理場の調査概要
について報告があり、今後の検査の参考としていく
こととしました。

平成20年度第２回食鳥検査運営委員会
並びに食鳥検査研修会の開催

京都府獣医師会　

－32－

平成21年３月１日（日）に京都獣医畜産会館にお
いて平成21年度狂犬病予防集合注射説明会を開催し
ました。
役員の方々が開会の１時間前から配布資料やブ

ロックごとの説明の準備をし、10時30分には全員が
出席して開会しました。
全体会議では、最初に原会長から集合注射は本会

と府民が接触する大きな業務であるので親切、丁寧
な対応を願うとのあいさつがあり、続いて、京都府
生活衛生課の森田参事が府としても狂犬病予防に努
力するとのあいさつの後、藤原事務局長が平成20年

度の予防注射の実施状況について、また、集合注射
全般にかかる平成21年度狂犬病予防注射実施要領及
び注意事項等について説明しました。続いて、岡井
小動物部会長が集合注射の現場において、特に注意
をしなければならない項目について補足説明をしま
した。
その後、南部、中部及び北部の各ブロックに分散

して、市町村の計画に基づく担当獣医師の割振りを
決定して、集合注射の実施態勢を整えました。
平成21年度は、４月１日から28日までの１ヶ月間

に会員56名が延123人出動する予定です。

平成21年度狂犬病集合予防注射説明会の開催

京都府獣医師会　
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「付加価値を高めた京都の畜産物増産アクションプラン」を策定
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

京都府農林水産部畜産課

◆ はじめに
京都府では、府政の解決すべき課題について、委

員会を設置し、オープンな議論を通してアクション
プランとして策定し、施策を推進しています。
このアクションプランでは、
１　 府政の解決すべき課題について、毎年の目標
設定を明らかにすること。

２　 中間段階で、議会に報告したり、パブリック
コメントなどの手法で府民に説明すること。 

３　 策定した計画のうち、何が施策に反映された
かをきちんと示すこと。 

４　 施策の反映状況をみながら、毎年ＰＤＣＡサ
イクルで見直し、次年度の施策形成につなげ
ていくこと。 

としています。
平成20年度に、京都府の畜産振興のため「付加価

値を高めた京都の畜産物増産アクションプラン」を
策定しましたので紹介します。

付加価値を高めた京都の畜産物増産アクションプラン

京都府内には、「京都肉」をはじめ優れた畜産物

が高い技術で生産されており、流通事業者からは、
高品質なものを求める消費動向や京都を訪れる観光
客への魅力アップのため、京都産畜産物をもっと増
産してほしいという要望があります。
このため、①　京都産畜産物の付加価値向上と増

産、②　京都産であることが消費者に分かる仕組み
づくりを柱とするアクションプランを策定しまし
た。今後、このプランに基づき、生産者・流通事業
者・消費者と連携しながら、畜産振興施策を展開し
ます。

◆『京都産畜産物の付加価値向上と増産対策』
①　消費者ニーズを、小売店から生産農家（肥育農
家・繁殖農家）まで伝える取組に加え、優良繁殖

伝統と文化の味「京都肉」

豊かな自然の中で飼養される和牛

畜産振興と家畜衛生畜産振興と家畜衛生
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雌牛の導入や全国トップレベルの種雄牛との交配
による子牛の品質向上などを行い、京都産和牛の
ブランド力強化を行います。

②　後継者・新規就農者への施設整備支援、受精卵
移植の促進などにより和牛の増頭を図るととも
に、畜産農家が安心して生産できる家畜診療体制
を構築します。

③　耕畜連携による自給飼料増産や堆肥の利用促
進、放牧、エコフィードの活用などにより「飼料
や堆肥も地産地消」を進めます。

④　「産地限定」、「搾りたて」牛乳など付加価値を
高めた新たなブランドの共同開発に向けた流通事
業者と生産者が連携した取組を支援します。

◆『付加価値を高めた京都産であることが
 消費者に分かる仕組みづくり』
①　京都産であることが一目で分かる統一表示のガ
イドライン・ロゴを作成し、流通・加工事業者や
レストラン等による表示を促進します。

②　京野菜等と一緒に販売する「京づくし」による
ＰＲ、農商工連携による地域特産化、観光業界や
料理業界と連携したＰＲを行います。

③　消費者や流通事業者等の意見が生産者に伝わり
相互理解を深めるため、生産者と消費者等との交
流を拡大するとともに、京都産畜産物の良さを伝
える食育活動を進めます。
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平成21年４月１日から京都府の農林水産関係の試
験研究機関が再編され、畜産技術センターは新しく
京都府農林水産技術センター畜産センターとして生
まれ変わります。
現在京都府の農林水産試験研究機関は７機関が９

か所に配置されていますが、複雑・多様化する行政
課題や府民ニーズに的確に応え、各機関が持つ資源
の集中管理及び研究内容の選択と集中・一元化など
による総合化を目指すため、平成21年４月から現在
の７試験研究機関を組織的に一つに統合した「京都
府農林水産技術センター」が設置されます。亀岡市
の現農業総合研究所内に研究本部を置き、部門組織
として「農林センター」「畜産センター」「海洋セン
ター」「生物資源研究センター」を置くこととなり
ました。この再編にあたり、先輩並びに諸先生から
温かい励ましの御助言をいただき、誠にありがとう
ございました。（図１及び図２）

＜生い立ち＞
畜産技術センターの沿革は昭和27年の業務功程報

告書によりますと、古くは明治５年現在の京都市左
京区川端通荒神橋付近に用地を買収して施設を造
り、アメリカから乳牛雄２頭、雌25頭、及び緬羊雄
２頭、雌12頭を輸入してドイツ人ジョンス、ション
メン及び米国人ゼームス、オースタイン、ウィード
氏等を招聘し全国に率先して京都牧畜場を創設した
とあります。明治10年には明治天皇の行幸を仰ぎ、
明治11年には乳牛110頭和牛32頭雑種４頭豚23頭緬

羊126頭を繋養する大種畜場となり家畜の改良増殖
に努め、市乳の販売、牛乳加工並びに飼料作物栽培
を行ったと記載されています。
＜京都府種畜場＞
その後施設は民間に払い下げられましたが、明治

39年12月21日に再び船井郡高原村（現京丹波町）に
京都府種畜場が設置されました。大正２年には与謝
郡筒川村に出張所を設け和牛の改良に当たり、大正
７年には本場が廃場され筒川村の出張所が本場とな
り和牛１本の種畜場となりました。筒川の地を選ん
だとの記載では、和牛種牛の繁殖育成にあっては特
に風土の利用極めて緊密なるものがあるのでこの地
を選んだとあり、和牛育成に適した土地であったこ
とがうかがわれます。この丹後における種畜場が現
在の碇高原牧場の前身となっています。
＜京都府立丹波種畜場及び京都府立丹後種畜場＞
本場の廃場後、時代の推移とともに府民の要望も

切なるものがあり、昭和10年に現在地である綾部市
栗町に京都種羊場が創立されました。種羊場は、昭
和19年には乳用部、山羊部、家兎部を加え更に昭和
21年に養豚部が新設され和牛家禽を除いた総合種畜
場の形態を整え、昭和22年12月１日に名称を京都府
立丹波種畜場と改められました。同時に丹後の種畜
場を京都府立丹後種畜場と改められました。
＜京都府種鶏場＞
家禽部門は、昭和３年京都市左京区で府立農事試

験場種禽部として発足以来、種禽事業を開始し、種
鶏改良及び種雛、種卵の配布等の事業を実施してい
ます。昭和25年農事試験場が現亀岡市に移転以降は
昭和25年12月22日京都種鶏場として発足していま
す。所在地は京都市左京区下鴨西半木町１の地で、
西京大学（現京都府立大学）の北隣、府立植物園北
東隣の場所で現在の京都府立総合資料館の地にあた
ります。
その後昭和37年に京都府種鶏場を綾部の現在地に

移転しています。
＜京都府農業指導所＞
昭和39年の試験研究機関再編により、府立丹波種

畜場、府種鶏場、府蚕業試験場を統合し、京都府農

京都府農林水産試験研究機関大幅改組
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

京都府畜産技術センター　

図１　新しい京都府農林水産技術センター
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業指導所となりました。さらに府立高等農事研修所
も統合し４年後の昭和43年には府立丹後種畜場も統
合しています。丹後種畜場は農業指導所丹後畜産試
験分場となっています。
＜京都府碇高原総合牧場＞
丹後畜産試験分場は昭和54年竹野郡丹後町碇に京

都府碇高原総合牧場として生まれ変わりました。過
疎化が進む丹後山地の開発拠点施設として和牛中心
の改良増殖及び試験研究を進めることとなり、総務
部、家畜部、草地部の３部制をとっています。平成
５年にはふれあい広場を併設しました。
＜京都府畜産研究所＞
昭和55年農業指導所を改組し京都府畜産研究所と

して発足しています。庶務部、畜産部（酪農、養豚、
飼料作物）、養鶏部の３部制となり、昭和59年には
庶務部、大家畜部（酪農、飼料作物）、中小家畜部（養
豚、養鶏）と組織を改めています。
＜京都府畜産技術センター＞
さらに、平成15年には京都府畜産研究所と碇高原

総合牧場が統合され京都府畜産技術センターとなり
現在に至っています。本場では総務部、改良部、経
営・指導部の３部制をとり、畜産技術センター碇高
原牧場では管理部、繁殖技術部の２部制となってい
ます。

＜京都府農林水産技術センター畜産センター＞
今回の再編により、平成21年４月１日から京都府

農林水産技術センター畜産センターとなります。新
しい組織体制は、図２のとおり、主たる４センター
の１つとして維持され畜産センター本場と碇高原牧
場の体制は変わりません。本場は業務部、研究・支
援部の２部制となり碇高原牧場では部制を廃止する
予定です。本場の業務内容は綾部では「遺伝情報や
受精卵移植を活用した和牛・乳牛の改良」「畜産物
のブランド力強化支援」「安全で品質の高い畜産物
生産」「環境対策施設開発と指導」「資源循環型畜産
の推進」「担い手育成・食育」などが中心となります。
碇高原牧場では和牛の基幹基地として「子牛生産や
受精卵譲渡」「公共育成牧場・乳用牛の育成」「放牧
の指導やレンタカウ」「ふれあい家畜の展示・譲渡」
などが主な業務です。
陣容は時代の流れで若干定数減を余儀なくされ、

総員39名（現在42名）で本場26名（28名）、碇高原
牧場13名（14名）で運営されます。
現在、当センターでは「食の安心・安全」や「畜

産環境対策」で産官学連携による大学や企業との共
同研究・外部資金の導入が増加し研究内容も高度化
しています。また、現地からの技術指導要望が著し
く増加しており、特に乳用牛、放牧、環境改善関係

総務室
企画室

作物部
園芸部
環境部［病害虫防除所］
森林技術センター（森林部）

木材利用推進室
緑化センター

丹後農業研究所（丹後特産部）
茶業研究所（宇治茶部）

基礎研究部
応用研究部

業務部
研究・支援部
碇高原牧場

業務部
海洋調査部
海洋生物部

総務事務の総括、農林センターの庶務・経理

研究企画・評価、産学官連携研究推進、広報、知的財産管理、農山漁村の活性化に係る研究

米・麦・豆類の栽培研究、農業機械利用に係る研究

野菜・花きの栽培研究

土壌・病虫害・鳥獣害に係る研究、病害虫発生予察

森林保全、特用林産に係る研究

木材利用、林業機械に係る研究
緑化樹生産

茶の栽培・製造に係る研究

有用遺伝子の探索・新品種育成技術の開発

農林水産物の新品種育成、有用微生物利用技術の開発

米、果樹など丹後特産物に係る研究

庶務、経理、家畜の改良増殖

庶務、経理

和牛子牛・受精卵の譲渡、公共・ふれあい牧場

安心安全な畜産物生産、畜産環境等に係る研究

水産物に係る研究

海洋環境に係る研究

図２　新体制
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の指導要望が多数を占めています。
乳用牛も改良が進み、19年度における府内牛群

検定農家の乳牛１頭当たりの年間平均乳量も9,618 
kg(全国平均8,090kg)と増加しており、これも平成４
年から７年にかけてのスーパーカウ導入効果と思わ
れます。スーパーカウ系統牛は現在まで316頭が生
産され、現在も133頭が農家の基幹牛として活躍し

ています。
碇高原牧場では和牛受精卵の需要が増大してお

り、現在供給が追いつかない状況で増産に努めてい
ます。（年間譲渡卵数約400卵）。公共育成牧場にお
ける乳牛の譲渡要望も増加しており、また、ふれあ
い牧場では年間５万人が訪れる丹後地域の貴重な観
光資源となっています。碇高原牧場は平成21年に発
足30周年を迎えます。今後も京都府における和牛振

興の基幹基地として一層の発展が望まれています。
今回、畜産技術センターの現在に至る再編経過を

改めて示しました。今回の再編にあたり、京都府で
は過去から一貫して綾部本場と碇高原牧場の２場で
京都府の畜産振興を推し進めてきており、畜産振興
には２場での分担協力は不可欠であり、京都府独自
のこの分担方式はほぼ完成形に近づいてきていると
説明してきたところです。
過去から時代の波に飲まれながらも伝統ある畜産

技術センターは存続・存在し続けています。新しく
生まれ変わる京都府農林水産技術センター畜産セン
ターに対しまして、今後とも先輩並びに諸先生方の
温かい励ましと御支援を賜りたいと存じます。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。              

 （平成21年３月　石川　俊彰）

畜産技術センター本館（綾部本場）

碇高原牧場（海の見える牧場）

平成20年度京都府畜産技術業績発表会
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

平成21年１月29日（木）、ホテル「ルビノ京都堀川」
において、平成20年度京都府畜産技術業績発表会を
開催しました。
黄瀬謙治農林水産部長のあいさつに始まり、家畜

保健衛生所からの10演題と試験研究機関からの６演
題の発表と畜産技術センターの矢野穣二主任研究員
から「中丹地域における畜産から地域農業へのアプ
ローチ　～畜産堆肥の効果的利用を目指した現地指
導～」と題して講演がありました。
来る２月20日に兵庫県で開催される近畿ブロック

発表会には、中丹家畜保健衛生所・森一憲主任の「大
規模酪農場で実施した意識向上を目的とした出前勉
強会の成果」、丹後家畜保健衛生所・八倉寿代技師
の「一和牛繁殖農場における牛呼吸器複合病（ＢＲ
ＤＣ）に対する予防衛生対策」、南丹家畜保健衛生所・

寺石武史防疫課長の「高病原性鳥インフルエンザ発
生時に埋却した処分鶏等の最終処理」の３演題が選
出されました。

京都府農林水産部畜産課
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区分 部別 No. 演　　　　　　題 所　　　属 発表者

家

畜

保

健

衛

生

所

第　
　

Ⅰ　
　

部

 1 管内における馬インフルエンザの発生と防疫対応 山城家畜保健衛生所 濃添　照雄

 2 管内養豚場における発育不良豚の感染症モニタリング 南丹家畜保健衛生所 杉浦　伸明

 3 大規模酪農場で実施した意識向上を目的とした出前勉強会の成果 中丹家畜保健衛生所 森　　一憲

 4 地域産業動物獣医療に関わる家畜保健衛生所の現状と課題 丹後家畜保健衛生所 田中　　究

 5 高病原性鳥インフルエンザ発生に備えた小規模家きん飼養者の実態把握 山城家畜保健衛生所 岡田めぐみ

 6 一酪農家における総合的な担い手支援の取り組みと課題 中丹家畜保健衛生所 山内　　幸

第　
　

Ⅱ　
　

部

 7 養鶏場における飲水の理化学的性状と消毒効果 　　　　〃 八谷　純一

 8 一和牛繁殖農場における牛呼吸器複合病（ＢＲＤＣ）に対する予防衛生対策 丹後家畜保健衛生所 八倉　寿代

 9 高病原性鳥インフルエンザ発生時に埋却した処分鶏等の最終処理 南丹家畜保健衛生所 寺石　武史

10
Arcanobacterium pyogenes（A.p）が関与した乳用牛の異常産多発事例にお
ける病理学的考察

中丹家畜保健衛生所 畑段千鶴子

試　

 

験　

 

研　

 

究　

 

機　

 

関

11 牛群検定成績から見える酪農経営の課題とコスト低減方策の検討 畜産技術センター 村上　知之

12 和牛子牛におけるホエー代用乳の効果と適正粗タンパク質水準の検討 　　　 〃 万所　幸喜

13 黒毛和種去勢牛におけるＳＣＤ遺伝子型別による枝肉成績の比較 畜産技術センター　碇高原牧場 山本　　稔

14 薬剤によらないワクモ防除法の検討 畜産技術センター 合田　修三

15 高病原性鳥インフルエンザ発生時の石灰を用いた水域の消毒 　　　 〃 安富　政治

16 樹木チップを用いた低コスト脱臭装置の開発 　　　 〃 平野　幹典

平成20年度京都府畜産技術業績発表会発表演題

家畜保健衛生所
　第Ⅰ部：家畜保健衛生所の運営及び家畜保健衛生の企画推進に関する業務　　第Ⅱ部：家畜保健衛生所における家畜の保健衛生に関する試験及び調査成績

第50回近畿ブロック家畜保健衛生業績発表会
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

日　時：平成21年２月20日（金）
場　所：兵庫県中央労働センター
　

近畿の６府県から選出された計18演題の発表が行
われ、審査の結果４月23･24日に開催される全国家
畜保健衛生業績発表会に京都府から南丹家畜保健衛
生所の「高病原性鳥インフルエンザ発生時に埋却し
た処分鶏等の最終処理」が選ばれました。

全国家畜保健衛生業績発表会選出演題

府　県 選 出 演 題

滋賀県 養鶏場で分離されたサルモネラの分析

京都府 高病原性鳥インフルエンザ発生時に埋却した処分鶏等の最終処理

大阪府 アカバネ病による異常産発生事例

兵庫県 但馬牛の分娩間隔短縮のための繁殖成績調査及び向上指導

奈良県 起立不能を呈した子牛のアカバネ病発生事例

和歌山県 熊野牛飼養農家に多発した呼吸器病及び下痢症対策

京都府農林水産部畜産課
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平成20年度試験研究報告会を開催
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

平成21年３月18日（水）綾部市位田町　京都府畜
産技術センターにおいて、毎年恒例の試験研究報告
会を開催しました。
畜産技術センターでは試験研究成果や調査結果、
最新の開発技術等を普及するため、畜産関係機関や
団体の職員、畜産農家などを対象に報告会を開催し
ていますが、本年度は、趣向を変えて、テーマを畜
産環境対策に絞り、「畜産環境技術セミナー」の形
で開催しました。
主催者としては、畜産経営における環境問題につ

いて、参加者の皆様方と共に考え質疑応答を繰り返
す中で、問題意識を共有することができたのではな
いかと考えています。

◇　試験研究報告
⑴　 外部環境の変化に対応した畜産汚水処理施設
　　設置の取り組み
 経営・指導部　安富政治専門幹　
きれいな川を取り戻そうという意識の広がりの中

で、畜産経営による公共水域に対する環境負荷につ
いて、社会の目が厳しくなっており、これまで見過
ごされてきた放牧場や牛乳処理施設、鶏卵選別包装
施設等からの排水対策が重要になってきていること
を指摘し、対策の方途を明示しました。
⑵　広葉樹チップを用いた低コスト脱臭装置の開発
 経営・指導部　平野幹典主任研究員　
畜産経営に伴い糞尿の処理過程などに発生する悪

臭の問題を解決するため、畜産技術センターで開発
した「広葉樹チップを用いた低コスト脱臭装置」に
ついて、構造や仕組みを紹介し、設置効果について
説明しました。

◇　事例紹介
「脱臭装置の設置に至った経緯と設置後の稼動状況」
 有限会社中丹ファーム農場長　徳尾竜一氏　
発表者は17万羽規模の採卵養鶏場の場長で、畜産

技術センターが開発した「広葉樹チップを用いた低
コスト脱臭装置」を実際に経営に取り入れた経験を
もとに、設置効果について説明していただきました。

臭気対策を真剣に進めることにより養鶏場内の作業
環境も改善されたこと、周辺地域に迷惑をかけたく
ないとの思いから設置した装置の本格稼動により、
当初の願いが叶いつつあるとの現状報告に、聴講者
は感銘をうけ、設置効果について認識されたようで
した。

◇　講　　演
「堆肥化過程に発生する臭気を利用した有機質肥料
の生産」
　講師：独立行政法人　農業・生物系特定産業
 技術研究機構主任研究員　　田中章浩氏　
畜産経営における悪臭発生要因を分かりやすく解

説され、堆肥化過程で発生するアンモニアを吸引し
て、完成堆肥（もどし堆肥方式）に引き込み、窒素
を堆肥に吸着させる脱臭法及び窒素を吸着した堆肥
を肥料として有効活用する技術を紹介されました。

◇　脱臭処理施設見学
参加者

には畜産
技術セン
ターの鶏
糞処理施
設に設置
している
脱臭装置

を見学していただきましたが、1,200PPMのアンモ
ニアを含んだ空気が脱臭装置を通過することによっ
て完全に除去される状況を検知管測定によって確認
し、改めて当センター設置の脱臭装置の効果を確信
されたようでした。 （安藤　嘉章）

京都府畜産技術センター　
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食肉と健康を考えるシンポジウム2009
－お肉の栄養は元気のもと、めざせ！健康家族－

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

平成21年１月24日（土）京都会館において、（財）
日本食肉消費総合センターの主催で、「食肉と健康
を考えるシンポジウム2009」が開催されました。
農林水産省生産局、独立行政法人農畜産業振興機構、
京都府の後援と、ＫＢＳ京都の運営協力を得て開催
されたもので、参加者は一般府民約500名と大変盛
況でした。
第一部は専門の先生方によるディスカッションで、
進行ナビゲーターは生島ヒロシ氏が勤められ、パネ
リストは次の方々でした。

　上野川修一　（日本大学教授）
　河盛　隆造　（順天堂大学大学院教授）
　川崎　淳司　（京都府農林水産部畜産課長）
　小川　　洸　（京都料理学校副校長）
　平井　一三　（㈲京都丹波牧場会長）
　西田　一弘　（㈱ミートショップ・ヒロ代表取締役）

テーマは　①　「国産牛肉の安全・安心」
　　　　　　　　トレーサビリティー
　　　　　②　「お肉の栄養とその働き」
　　　　　　　　あなたの免疫力をチェック
　　　　　③　「お肉の栄養」　　で

国産牛肉が万全のトレーサビリティーシステム
で、安心・安全な牛肉が供給されていること、お肉
はタンパク質や脂質の含量が高く、人に対する必須
アミノ酸を豊富に含んでいること、ミネラルやビタ
ミン特にＢ２を豊富に含んでおり、栄養の宝庫であ
ることなどが強調されていました。
第二部は生島ヒロシさんと女優の中田喜子さんの

トークショウに引き続き、中田喜子さんのお食事拝
見、家族の健康と大切な食生活への気配り、簡単、
おいしいお肉料理の紹介などがあり、お肉クイズに
より、参加者には抽選で「京都肉」がプレゼントさ
れました。

京都府農林水産部畜産課
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動物愛護週間制定60周年記念切手が発行されます

動物愛護週間制定60周年記念切手が平成21年９月
18日（金）に発行されます｡
動物愛護週間は９月20日（日）～26日（土）ですが、

発行は前日の営業日と決まっていることから９月18

日（金）に発行されるものです｡
発行枚数、デザインの詳細等については、概ね２

か月前、に報道発表されます｡
なお､売り上げ金の一部は寄付金に回る予定です。

京都府健康福祉部生活衛生課

公衆衛生と動物愛護公衆衛生と動物愛護公衆衛生と動物愛護

安易な飼育放棄やめて　イヌ・ネコ引き取り有料に
府が条例提案　１匹2000円上限

京都府は、飼えなくなったイヌやネコの引き取りを、無料か
ら有料に改めることにし、10日開会の２月府議会に関連条例案
を提案した。飼い主に負担を求めることで、安易な飼育放棄を
抑制するのが狙い。７月から１匹当たり2000円を上限に手数料
を徴収する。
飼い主からの依頼があれば、府内（京都市除く）の保健所や

市町村役場などを通じ西京区の府動物愛護管理センターで引
き取っている。同センターで新たな飼い主を探すが、見つから
ない場合は殺処分する。
センターへの搬入数（捕獲含む）は、2007年度でイヌ804匹、

ネコ3252匹で、うちイヌ693匹、ネコすべてが殺処分された。
府によると、搬入数は10年前の約３分の１に減ったが、｢世話が大変」「引っ越しで飼えなくなった」な

どの理由から飼育放棄する人が後を絶たないという。
このため、昨年３月に「府動物愛護管理推進計画」を策定し、10年間で引き取り半減と譲渡数アップを

目標に掲げた。計画達成に向け、今回の有料化に踏み切ることにした。
近隣の自治体では、京都市、滋賀県は無料だが、大阪府が１匹1400円で、４月から中核市になる大津市

も１匹2000円徴収するなど、全国的には有料化の流れにあるという。
京都府は「有料化すれば捨て犬が増えることも懸念されるが、負担を掛けなければ飼い主のモラルが向

上しないと判断した」（生活衛生課）としている。（三村智哉） （京都新聞　Ｈ21.2.11）

府動物愛護管理センターに引き取られたイヌ
（京都市西京区大枝沓掛町）

最近の話題
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平成20年度食鳥検査実施状況（月別一覧）

 項目
月

検査羽数 合格羽数 不合格羽数（廃棄羽数）
検査日数

成鶏 ブロイラー 合計 一部廃棄 禁止 全部
4月 242,796 242,796 239,123 2,923 3,673 2,446 1,227 21 
5月 254,568 254,568 244,134 5,832 10,434 6,734 3,700 22 
6月 242,689 242,689 238,367 3,275 4,322 2,765 1,557 21 
7月 235,307 235,307 231,578 2,367 3,729 2,739 990 22 
8月 219,577 219,577 215,615 2,032 3,962 3,077 885 21 
9月 219,368 219,368 216,109 1,982 3,259 2,386 873 22 
10月 253,352 253,352 248,725 3,150 4,627 3,239 1,388 22 
11月 240,450 240,450 235,942 4,155 4,508 3,302 1,206 21 
12月 293,231 293,231 288,760 4,137 4,471 2,956 1,515 25 
1月 241,383 241,383 236,276 5,278 5,107 3,329 1,778 21 
2月 214,779 214,779 209,037 5,280 5,742 4,110 1,632 20 
3月
計 0 2,657,500 2,657,500 2,603,666 40,411 53,834 37,083 16,751 238

*(株）共立  検査室
 項目
月

検査羽数 合格羽数 不合格羽数（廃棄羽数）
検査日数

成鶏 ブロイラー 合計 一部廃棄 禁止 全部
4月 1,426 63,937 65,363 65,010 5,282 353 179 174 21 
5月 1,301 73,900 75,201 74,729 7,126 472 227 245 23 
6月 1,128 67,668 68,796 68,550 4,229 246 131 115 21 
7月 632 63,659 64,291 64,105 3,145 186 72 114 22 
8月 1,250 64,769 66,019 65,708 3,293 311 197 114 21 
9月 400 66,671 67,071 66,686 5,592 385 246 139 22 
10月 2,401 66,256 68,657 68,154 4,545 503 306 197 22 
11月 1,474 63,827 65,301 64,857 4,103 444 264 180 21 
12月 1,570 87,463 89,033 88,403 5,373 630 340 290 25 
1月 642 66,978 67,620 66,960 5,289 660 427 233 21 
2月 899 60,660 61,559 60,733 5,161 826 480 346 20 
3月
計 13,123 745,788 758,911 753,895 53,138 5,016 2,869 2,147 239 
*合計
 項目
月

検査羽数 合格羽数 不合格羽数（廃棄羽数）
検査日数

成鶏 ブロイラー 合計 一部廃棄 禁止 全部
4月 1,426 306,733 308,159 304,133 8,205 4,026 2,625 1,401 42 
5月 1,301 328,468 329,769 318,863 12,958 10,906 6,961 3,945 45 
6月 1,128 310,357 311,485 306,917 7,504 4,568 2,896 1,672 42 
7月 632 298,966 299,598 295,683 5,512 3,915 2,811 1,104 44 
8月 1,250 284,346 285,596 281,323 5,325 4,273 3,274 999 42 
9月 400 286,039 286,439 282,795 7,574 3,644 2,632 1,012 44 
10月 2,401 319,608 322,009 316,879 7,695 5,130 3,545 1,585 44 
11月 1,474 304,277 305,751 300,799 8,258 4,952 3,566 1,386 42 
12月 1,570 380,694 382,264 377,163 9,510 5,101 3,296 1,805 50 
1月 642 308,361 309,003 303,236 10,567 5,767 3,756 2,011 42 
2月 899 275,439 276,338 269,770 10,441 6,568 4,590 1,978 40 
3月
計 13,123 3,403,288 3,416,411 3,357,561 93,549 58,850 39,952 18,898 477 

*中丹養鶏事業協同組合  検査室

平成20年4月～平成21年2月
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小動物診療と動物福祉小動物診療と動物福祉小動物診療と動物福祉

小動物よもやまばなしXⅥ　～スピッツ～

小動物部会　加仲　正彦　

スピッツは、犬の系統の１つ。複数の品種を含む。
米国ＵＫＣ（United Kennel Club）の分類法では北
方犬種（Northern Breeds）と呼ぶ。
スピッツ（シュピッツ；Spitz）とはドイツ語で「鋭

利な、尖った」という意味。吻や耳の形からこのよ
うに呼ばれたもの。吻や耳の尖った犬の系統である
スピッツは、古い犬の特質を色濃く残す。
日本の在来犬種はすべてスピッツ系である。しか

し、日本ではスピッツ系の品種の１つである日本ス
ピッツを特に指してスピッツと呼ぶことが多い。以
下、日本スピッツについて説明します。
日本スピッツは、白い毛並みが特徴の小型犬。日

本原産。
諸説があるが、一説に、大正末期から昭和初期に

かけて、モンゴルまたは満州から移入されたシベリ
ア原産のサモエドに、ドイツのジャーマン・スピッ
ツを交配して小さく改良し、純白に固定化したもの
という。
1921年、東京で開催された展覧会に初めて登場し

たが、戦後それらの子孫が改良繁殖されて、犬種と
して固定化され、1948年ジャパンケネルクラブ（Ｊ
ＦＫ）により統一され、スタンダードが確立された。
戦後の混乱期から高度成長期にかけて、即ち昭和

20 30年代に、スピッツは番犬にうってつけの小型
犬として爆発的に流行した。最盛期には、日本で登
録された犬の４割を占めたほどの人気犬種だった。
ところが、その後「神経質でキャンキャン吠える、
うるさい犬」との悪印象が定着するとともに人気は
衰え、マルチーズやポメラニアンにとって代わられ
ることになった。
1991年には1000頭を割り込んだとさえ言われる

が、熱心な愛好者によって性格の改良が続けられ、
現在のスピッツは、あまり無駄ぼえはしない。性格
は明朗で活発、ものおぼえがよく、他人に対しては

警戒心が強いが、飼い主に対しては従順。
オスは対高30 38cm、体重は５ 11kg程度で、

メスはやや小さい。目鼻が黒く、額や耳、前肢の前
面を除いて、全身を光沢のある純白の長い被毛で覆
われている。特に、首から前胸にかけての飾り毛が
非常に美しい。下毛は短く、柔らかい。
私も幼少の頃、このスピッツ（雌）正確にはスピッ

ツ系雑種だったのかもしれませんが、親戚の家から
貰って飼っておりました。ある日突然、食欲、元気
が無くなり、ふと外陰部をみると自分でペロ・ペロ
なめており、膿のようなものが出ていたのです。す
ぐ、近所の動物病院に連れて行き、抗生物質の注射
をしてもらい自宅にて寝ずの看病をしましたが、残
念ながら愛犬は死んでしまいました。今、思えばそ
れは子宮蓄膿症で手術をすれば、助かったのかもし
れませんが、当時の私にはそこまで考える余地はな
く、悲しい結果となりました。しかし、そうゆう経
験があったからこそ、現在の私がいるわけで、この
スピッツという犬は、非常に他の犬種以上に、私に
とっては思い入れが強く忘れられない犬でもありま
す。この想いを忘れずに日々がんばっていきたいと
思います。 （山城支部）
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事務局日誌
事 務 局 主 要 処 理 事 項

（平成21年１～３月）
年月日 主要処理事項 場所

１月５日（月） 仕事はじめ
１月15日（木） 第２回府民公開フォーラム打合せ 京都獣医畜産会館
　　16日（金） 府災害時応援協定ネットワーク会議　原会長 京 都 府 庁

狂犬病予防委員会　委員出席 京都獣医畜産会館
　　18日（日） 小動物講習会 ホ テ ル 京 阪
　　20日（火） 丹後食鳥検査室研修会 ㈱ 共 立 会 議 室
22～24日 平成20年度日本獣医師会学会年次大会岩手 盛 岡 市

　　　　　　　　　　　清水副会長、松原理事、林屋先生
　　25日（日） 放射線防護研修会 京都獣医畜産会館
　　29日（木） 京都府畜産技術業績発表会　原会長 京 都 府 庁
　　30日（金） 近畿地区連合獣医師会役員会　原会長 奈 良 市　 猿 沢 荘
　　31日（土） 丹後支部研修会 吉 翠 苑
２月１日（日） 山城支部研修会 山城家畜保健衛生所
　　３日（火） 第３回広報委員会　委員出席 京都獣医畜産会館
　　５日（木） 第２回府民フォーラム打合せ会　井上監事､ 藤原局長 アバンティホール
　　10日（火） 役員、支部長、部会長合同会議 京都獣医畜産会館
　　11日（水） 大阪府獣前会長野田周作氏叙勲祝賀会　原会長 大阪市リーガロイヤルホテル
　　12日（木） 第２回府民フォーラム打合せ会 京都獣医畜産会館
　　17日（火） 狂犬病予防集合注射新規参加獣医師研修会 〃
　　18日（水） 中丹食鳥検査員研修会　検査員出席 中 丹 食 鳥 検 査 室
　　20日（金） 福知山市との協議　原会長他 福 知 山 市
　　21日（土） 中丹支部研修会 ホテルロイヤルヒル福知山
　　26日（木） 京都獣医畜産連合会理事会　原会長、脇田理事（本会顧問） 京都獣医畜産会館
３月１日（日） 第２回府民公開フォーラム アバンティホール
　　３日（火） 家畜畜産物衛生指導協会会議　藤原局長 京 都 府 庁
　　５日（木） 近畿地区連合獣医師会総会　原会長 奈 良 市
　　８日（日） 平成21年度狂犬病予防注射説明会及び研修会 京都獣医畜産会館
　　９日（月） 京都府家畜改良増殖審議会　原会長 京 都 府 庁
　　11日（水） 府広域防疫センター専門家会議　原会長 京 都 府 庁
　　17日（火） 府産業動物獣医療体制協議会　原会長 Ｊ Ａ 会 館
　　18日（水） 食鳥検査運営委員会及び食鳥検査研修会　委員・検査員等 中 丹 西 保 健 所

京都府畜産技術センター試験研究報告会　美矢理事 畜産技術センター
　　21日（土） 南丹支部研修会 玉 川 楼
　　23日（月） 小動物獣医療特別委員会　委員出席 京都獣医畜産会館
　　24日（火） 京都府家畜畜産物衛生指導協会基金会議 〃
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理事会、委員会等の開催概要理事会、委員会等の開催概要

　理事会、委員会等の開催状況（平成21年１月～３月）は下表のとおりです。
（平成20年９～12月）

委　員　会　等 期　日 場　所 協議等の内容

京都府・京都市獣医師会定例協議会 H21.１.15 京都獣医畜産会館 府民公開フォーラム開催準備

小動物・狂犬病予防委員会 H21.１.16 〃 21年度狂犬病予防集合注射について

第３回広報委員会 H21.２.３ 〃 紫友第108号の発行について

第３回理事、監事、支部長、部会長合同会議 H21.２.10 〃 新公益法人等について　他

京都府・京都市獣医師会定例協議会 H21.２.12 〃 府民公開フォーラム開催準備

第２回府民公開フォーラム H21.３.１ 京都アバティホール

食鳥検査運営委員会及び食鳥検査研修会 H21.３.18 京都府中丹西保健所 食鳥検査事業の推進について　他

２月10日に開催しました「理事、監事、支部長、
部会長合同会議」の概要について、下記のとおりお
知らせします。

記
１　日　時　平成21年２月10日（火）
　　　　　　午後１時～４時
２　場　所　京都獣医畜産会館　３階会議室　
３　出席者　 理事：原　哲男会長他８名（欠席２

名）　監事：２名（欠席１名）
　　　　　　支部長：３名（欠席２名）
　　　　　　部会長：３名（欠席１名）
４　会長あいさつ（記載省略）
５　報告事項
　①　平成20年度各種委員会の構成
　②　平成20年度狂犬病予防注射事業
　③　平成20年度食鳥検査事業
　④　第２回府民公開フォーラムの開催
　⑤　 平成20年度表彰者の５項目について事務局

から報告しました。（内容省略）
６　協議事項
　 今回は、「新公益法人制度」に関する件につい
て提案し、協議をお願いしました。

　

<提案内容>
新公益法人認可の条件等について、京都府主催の

説明会及び指導や日本獣医師会からの情報を受けな
がら検討を進めてきたところ、現時点で検討すべき
課題が明らかになってきたので、その内容について
説明し、今後の進め方について提案しました。

⑴　本会の組織構成
現在の支部及び部会の運営方法（事業及び経理

関係が本会とは別処理）では新公益法人の認可を
受けることは難しい状況にあります。認可を受け
るには　①支部及び部会の事業及び経理を本会と
一体化する方法　②本会組織から支部及び部会を
完全に分離して独立した組織とする方法　のいず
れかを選択する必要があります。

⑵　本会の運営特別基金の今後のあり方
会員出資金は運営特別基金規程第４条により、

「会員が退会又は基金の解散」時には出資者（会員）
に払い戻しすることになっています。しかし、新
公益法人の認可・認定において出資者（会員）に
払い戻しできなくなることが予想されます。
　今後、基金をどのようにしていくのか、基金

の目的等も含めて検討していく必要があります。

京都府獣医師会
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⑶　特別委員会の設置
新公益法人制度に関することについては、これま

で総務委員会で検討（前回の理事会で承認）してき
ましたが、課題が明らかになってきたため、重点的
に検討する特別委員会の設置を提案しました。
（案）〇名　称：新公益法人制度対応検討委員会
　　〇委員数及び構成：10名
　　　　　　　　 （各支部、各部会及び総務委員

会から各１名）
　　〇設置時期： 平成21年３月予定（推薦された

委員候補者について理事会の承
認を得て設置）

＜　協議結果　>
〇 支部及び部会の組織運営については、本会と分離
するのではなく、一体化する方法で進めるべきと
の意見が大半であった。

〇 出資金については、経理処理の変更等により、新

制度移行後も現状のまま引継ぐ可能性もあるとの
意見もあり、引き続き色々な角度から検討してい
くこととした。

〇 今まで、会員に対して新公益法人制度に関する情
報提供がほとんどされていない。本会は、会員に
検討内容等を説明し、会員の意見も踏まえて方針
を決定していくべきではないかとの意見があっ
た。

 以上

本会としましては、今回の合同会議の協議結果を
踏まえて新公益法人制度対応検討委員会を設置する
予定です。今後は会員の先生方に新公益法人制度対
応の検討内容等の情報を提供し、ご意見を聞きなが
ら、本委員会を中心に検討を進めていただくことに
しておりますので、ご理解とご協力をお願いします。
 （事務局）

被害最小化へ体制づくりを
関係機関の連携不可欠

京都府が新型インフルエンザ発生に備えた対策を本格化させている。府内で１万人を超す死者が出る最
悪の事態も想定し、府は行動計画の改定作業や非常時の関係機関の体制づくりを急ぐ。一方、不確かな情
報や風評に伴う社会不安や被害も懸念され、冷静なリスク管理も求められる。
なぜ今、対策を行政が急いでいるのか。過去に流行したスペイン風邪（1918年）やアジア風邪（57年）、

香港風邪（68年）、ソ連風邪（77年）が10～40年周期で起きているためだ。近年、世界各地で鳥インフル
エンザ（Ｈ５Ｎ１型）の人への感染例も報告されている。
国の推計に基づいて府が試算した新型インフルエンザの被害想定では、医療機関の受診者数が最大52万

人、総入院患者数は４万1000人、死亡者は1万3000人を見込む。
これに対し、府が症状の軽減に向けて備蓄するタミフルなどの抗インフルエンザウイルス薬は現在21万

6000人分。来年度からは３年間で約８億円をかけてさらに30万人分を追加する予定だ。
初期の発症患者の受け皿づくりも来年度から本格化させる方針で、医療機関の防護具や人工呼吸器の整

備に対する補助を始める。
国の行動計画改定案では、発生初期の「封じ込め」策から、ウイルスの国内への侵入阻止は不可能との

立場に立った「感染拡大の抑制」に切り替えた。
被害の最小化に向け、府は感染機会を減らすため、感染者の指定医療機関への入院措置や学校の臨時休

校、事業所の業務縮小などを対策計画に盛り込む。
こうした体制づくりを進めるには、発生前からの関係機関の理解と連携が欠かせない。「欠勤率40％」
と想定される事業所の営業自粛や、それに伴う社会機能の不全・低下も指摘されている。府は今後、事業
所に非常時の事業のあり方を示す事業継続計画の策定も求めていく。
府庁で９日に開かれた対策推進会議では、府庁内の感染防止や職員が減った場合の体制のあり方につい

て不安視する声も上った。
府は「府民や事業所に具体的なイメージを持ってもらいにくい面がある。市町村を含め、必要な備えを

進められるよう説明することが重要」としている。（広中孝至） （京都新聞　Ｈ21.2.10）

最近の話題
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今後の事業計画と行事予定
（平成21年４月～６月）

事　業　名 予定期日 場　所 備　考

平成21年度狂犬病予防集合注射

三役会議

近畿地区連合獣医師会役員会

府獣医師会監査会

役員及び支部長、部会長合同会議

府獣医師会第61回通常総会

小動物・狂犬病予防委員会

第１回広報委員会

21.４.２～28

21.４.20

21.４.25

21.５.７

21.５.12

21.５.23

６月上旬

６月下旬

府 内 一 円

京都獣医畜産会館

和 歌 山 市

京都獣医畜産会館

〃

〃

〃

〃

駐在員家族に帰国指示
パナソニック　新型インフルに備え

パナソニックは９日、新型インフルエンザの世界的な流行に備え、中国やアフリカなど大規模な被害発
生が懸念される地域に駐在する社員に対し、家族を今年９月末までに帰国させるよう指示したことを明ら
かにした。
対象となる地域は他に、シンガポールを除くアジア、ロシア、独立国家共同体（ＣＩＳ）、東欧、中近東、

中南米。
欧米やオーストラリアなど一部を除くほぼ全世界が対象となる大規模な帰国指示は異例で、他の日本企

業にも影響を与えそうだ。
パナソニックは、これまでの世界的な鳥インフルエンザの発生状況や、各地の医療事情などを考慮。新

型インフルエンザ流行の危険性がこれまでになく高まっていることから、昨年12月に、対象地域に駐在す
る社員に対し、原則として家族全員を帰国させるよう伝えたという。
日本での住居探しや、子どもの転校など準備が整い次第、速やかに帰国させるとしている。
 （京都新聞　Ｈ21.2.10）

最近の話題
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支 部 だ よ り

山城支部

○ 研修会・新年会の開催
日　　時：平成21年２月１日（日）
　　　　　午後３時～４時30分
場　　所：京都府山城家畜保健衛生所
内　　容：
世界で爆発的流行が懸念されている「新型イン

フルエンザ」についての研修会を開催し、会員15
名が出席しました。
当日は、京都府山城北保健所　木下直子先生を

講師に招き、「新型インフルエンザから地域を守
ろう」と題して、万が一流行した場合に山城地域
でどのようなことが想定されるか、発生に備えて
何を準備すべきかなどについて講演をいただきま
した。（Ｐ50～51の資料参照）
また、研修会の後、会場を移して新年会を開催

し、会員の親睦を深めました。
○ 支部会員の異動
◇入会者

氏 名 勤 務 先 入会（承認）日

助川　剛 モーリス動物病院 H21.１.８

岩永　健 エル動物病院 H21.２.４

◇退会者
氏 名 勤 務 先 退会日

福岡　大介 しんき動物病院 H21.２.20

京都支部

○  平成20年度支部研修会並びに懇親会の開催に
ついて

日　　時：平成20年12月20日（土）
場　　所：京都市上京区「京都平安会館」
内　　容：
京都府立大学教授の塚本康浩先生を講師に招

き、「高病原性鳥インフルエンザ抗体大量作成法」
について講義していただきました。
今後ヒトでも流行するかも知れない鳥インフル

エンザ、その致死率は60％
以上とも言われます。
H５N１型の大流行による

パンデミックの脅威に対し
てはワクチンが必要ですが、
日本でのワクチン備蓄量は
６人に１人程度。
新型インフルエンザの集

団感染から身を守るためには、抗体を大量に製造す
る方法の開発が必要となって来ます。
教授は抗体を大量生産するために、超大型鳥類で

あるダチョウの利用を考えられました。
成長が早く巨大なダチョウにHA抗原を注射、２

週間後に親鳥の体内で作られた抗体は卵黄に移行し
それを利用する方法でありますが、ダチョウは急激
に成長するので３ヶ月後には大量の抗体が回収でき
る特徴があります。
また、従来抗体の作製に使用されているマウスや

うさぎ等の哺乳類はヒトと近縁であるため、ヒト蛋
白質に対する中和抗体を作製することが困難な場合
が多いとのことですが、ダチョウを用いれば有用抗
体を安価で大量かつ簡易に作製でき、ロット差のな
い商品の生産が可能とのことです。
教授は作られた抗体液を浸したペーパーを内在さ

せたマスクも開発され、ウイルス感染防御に威力を
発揮するものと内外の医療関係者はもとより、広
く関心を集めていま
す。
２時間程度の講義

でしたが、今注目さ
れている内容の先端
技術に触れることが
出来、実りの多い研
修会となりました。
研修会終了後、教

授を囲んで懇親会が
開催され、その場で
も活発な意見交換が
行なわれました。

塚本教授

抗体マスク
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